






木材工業の発展と木材の品質

        加        納            孟

  薪とパルプ
  寒い北の国でストーブに薪をたいてあたたまっていると、この薪の一片は、さらに有用
な資源としてパルプや人絹につかわれることをおしえられたことがある。
  戦後、しばらくの木材のキキンがさけばれていたころのことで、ストーブにたく燃料と
しては、石炭とかガス、電気などをつかって木材はたとえ廃材でも、さらに有用な用途に
むけていけば、われわれの生活をもっとゆたかにするだろうというのである。
  木材のキキンがつづいて、木材を節約しなければならないということが、従来あまり強
調されすぎたために、燃料として木材をつかうことなどは不経済だというはなしに発展し
がちであった。
  これに似たことは、今日でもなおもっともらしくはなされていて、たとえば木材の合理
的な利用といったムズかしい題目の内容が、ただたんい木材を節約するということであっ
たり、休カン林業といった言葉さえつくられているシマツである。
  いったい薪をストーブにたいて暖をとることと、木材からパルプをつくることのどちら
がより合理的な木材の利用法であるかは兎も角として、木材も石炭、ガス、電気などとお
なじように、それぞれの得失をもちながら燃料としてつかわれているわけで、貧乏なわた
したちがストーブに薪をたいて暖をとることができるのはいろいろな理由はあるにせよ、
結局この地方では木材が燃料として一番安く手に入り、最も適当な燃料であるからにほか
ならない。へ理屈をいえば木材にもっと有用な利用があればその材価は上昇し、わたした
ちはつぎに安い石炭かガスを燃料としてえらばねばならなくなったであろう。してみると
この地方で木材を燃料としてたいていることは、きわめて合理的な木材の利用法といえな
いこともない。
  木は削れば削るほど屑がでる
  このごろは繊維板などというものもできて、木屑をあつめてふたたび成型するような加
工もできるようになってきたけれども、元来、材料は切ったり削ったり加工をすればする
ほど、その材料から木取られるものの歩止りはへってくるわけで、これが鉄材などのよう
なものでは、量がへるかわりに加工によってそれを上まわる価値がでてくるのが普通であ
るが、木材ではこの価値の上がる割合は、ほかのものにくらべてかなりひくい。切ったり、
削ったりすればするほど量は小さくなり、その割合に値段があまりたかくならない。ただ
屑がたくさんできるだけである。
  材価が上がってきてこの屑を利用しうるようになっても、手をくわえるわりに値段があ
がらないことは、やはり木材の特徴の一つであるようだ。木材の商品としての価値にはあ
る限界があって、金をかけて非常によいものがつくられるようになれば、すぐ木材以外の
ほかの材料とくらべられて、なかなか実用にならないことがおおい。
  たとえば、実験室では薬液を注入してベニヤ板を不燃性にすることができたとしても、
この材料が実際につかわれるだんになると、元来不燃性であるほかの材料とくらべられて、
それらのものより安くしかもすぐれた性質をもつかどうかということになると、なかなか
もんだいがおおい。企業品質というものが、木材についてはまだ非常にひくい段階にある
ことをみとめないわけにはいかない。
  品質の  規準とは
  薪にたく燃料にはできるだけカロリーのたかいものを、パルプ材には良質なパルプの収
量が大きいものを構築材には強度性能のすぐれているものを区別してつかうことがのぞま
しいことはいうまでもないことであるが、この木材の品質をあらわす基準はかなりアイマ
イである場合がおおい。
  われわれの木材の利用の場合は、たんに色とか欠点の量などによる木材のみかけの上で
の特徴をのぞんでいたときからはかなりかわってきており、今日では、その実質的な収量
とか、強さとか、狂いとか、加工性能などのすぐれたものがのぞまれるようになってきた。
それにもかかわらず用途別の木材規格においても、ほとんどこのような実質的な品質の規
準がしめされていないのはどうしたことであろうか。なるほど木材はほかの材料にくらべ
て材料的な性質のバラツキが大きいから、この品質の規準をこまかくきめてみても、それ



ぞれの規格にあてはまるものを実際にえらびだすこと



は大変かもしれない。しかし、もしおおくの木材工業において、つくられる製品の品質と
原料である木材、品質との関連が追及され、原料としての木材の品質にたいする需要があ
きらかになってくれば、これが原料の供給の場である林業、生産手段ともむすびつかない
ことはなさそうである。
  欠点のすくない枝下部位からは用材をとり、枝条や樹冠部の幹材はパルプや燃料にふり
むけられるといった区別は、これまでも普通におこなわれている事である。また、欠点の
あらわれてくる位置や量などで、一つの品質の基準がつくられてもいる。しかし、これら
の仕分けかたや基準が、木材が実際につかわれるときの性能や質価値をしめすものに、も
うすこしむすびついてこなければ、この基準はどこまでもアイマイであるというそしりを
まぬかれないのであろう。
  用材にたいしては、その強度性能とか狂いや加工性などからする材料の仕分けかたが発
展し、パルプ材については、パルプの収量や品質のうえからする仕分けかたが発達してい
くためには、それぞれの使用部面で、従来まったく経験からだけ判断していた材料にたい
する見方から、一歩ヌケだしていくよりほかはなさそうである。
  安全率ということは、これまでの長い経験によってつくられてきた貴重な一つのメヤス
ではあるけれども、やはりわたしたちの知識がとぼしいための気ヤスメにすぎないことを
みとめなければならない。

  ヤマシ 的な企業からぬけでるために
  最近、工業製品では製品の品質管理ということがヤカマシクいわれるようになてきた。
つくろうとする製品の品質の目標をきめて、それからトビぬけて良いものも悪いものもで
きないように、その品物の製造過程や製造条件をマネージしていくことである。この品物
の製品のバラツキが、その製品にたいする信頼度をきめることになるので、バラツキが小
さいということはどの品を買ってもほとんどおなじ品質をもったものがえられるというこ
とであり、バラツキが大きいものは運がよければよいものにあたるが、悪いものにあたる
とつかいものにならないものもあって、此の製品全体が信頼できないことになる。
  したがって製品全体の品質がバラツキをできるだけ小さくしていくことが、その品物の
信用をたかめ、これがよく売れていくための必要な条件になってくることはいうまでもな
い。たとえばベニヤ板は、いまでもハゲやすいという悪評をうけているのは、一部になお
かなり粗悪品がつくられていることによるもので、このようなときは、まずその製品の品
質の基準が、消費者のためにあきらかにしめされなければならない。
  べつに商品の見本をみなくとも、JIS XXX 番といった注文のしかたをして、どこで手に
入るものの品質もほとんど一定していなければ、工業製品としての性格はもちえないこと
になる。
  木材工業はこれまでしばしばまったく投機的な事業であるとみなされてきた。よい原木
にあたると、ウマクもうけられるが、悪いものにあたるとえらく損をすることもあり、不
安定ないわばヤマシ的な事業であるということのようである。
  事実、発達のはじめにおいては、製材工場やベニヤ工場のオヤジが、山で立木の払下げ
をうけ、自分で造材をし、運搬をし、製材をして板を売っているといったかたちが、まだ
しばしばみられ、木材工業のヤマシ的な性格をいっそうつよいものにしている。
  しかし、これらの事業は、それぞれべつべつに発達していくもので、木材工業は原木を
買ってその加工をはじめるところから出発するものとすれば、まず、手に入る原木の量と
質をどのようにマネージするかということが、この工業の品質管理の第一の段階になって
くるわけである。この品質を安定した基準で仕分けてマネージできるようになれば、ヤマ
シ的な要素はしだいにうすれて、より安定した企業としての基礎をもつようになる。
  原木にたいする品質の基準があきらかになって、その需要が安定してくれば、これは原
木を生産する林業の技術にたいして、目標をあたえることになり、林業と林産業の技術的
なむすびつきは、いまよりももっとつよいものになってくるであろうし、産業としての基
礎ももっと安定したものになってくるであろう。

×      ×      ×
  薪とパルプがどちらがより合理的な木材の利用であるかはともかくとして、今日の林業
と林産業の沈滞の原因の一つは、一方には、山はハゲ山になるといったはなしから、消費
を節約してより価値たかいものにつかわなければならないといったセンデンが、あまりに



強調されすぎて、木材の合理的利用といえば、素人にはまず木をムダづかいしないことと
おもわせるようになったことにありはしないだろうか。
  木材を価値高いものに利用することは結構なことであるにちがいないが、このこと自体
のなかにも、われわれのおかれている貧乏な日本の経済的な基盤のうえでは、なにがしか
のムリはさけられないもので、これを木材中心にかんがえることは場合によっては、かえ
ってヤブヘビになるおそれが充分にあるといわなければならない。



  木材は元来、安易に安く手に入るものとして、ほかの材料のとおくおよばない特徴があ
ったはずで、これをかえようとすることには、なおおおくの無理があるというべきであろ
う。
  むしろ、できるだけおおくの用途に安定した需用をもとめ、安くしかも信頼できる材料
として、すこしでもおおくつかわれていくことをねがうべきであり、林業の生産がこれに
むすびついていくときに、この産業の大きな発展がのぞまれるのではなかろうか。

          ─林業試験場木材部─


